
世
界
的
に
も
珍
し
い
、 

甲
州
市
所
在
の
貴
重
な
絵
画 

  

甲
州
市
大
和
町
木
賊
に
所
在
す
る
臨
済
宗
建
長
寺
派
の
古

刹
・
天
目
山
栖
雲
寺
は
、
中
国
・
元
に
渡
り
修
行
し
た
業
海
本

浄
（
ご
っ
か
い
・
ほ
ん
じ
ょ
う
）
禅
師
が
、
貞
和
四
年
（
一
三

四
八
）
に
開
い
た
寺
で
す
。
こ
こ
に
は
、
禅
師
が
修
行
し
た
杭

州
天
目
山
幻
住
庵
の
普
応
国
師
を
彫
っ
た
重
要
文
化
財
の
坐

像
を
は
じ
め
、
県
指
定
文
化
財
十
一
件
、
市
指
定
文
化
財
二
十

件
が
あ
り
、
そ
の
保
存
の
よ
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。 

 

そ
の
栖
雲
寺
に
、
今
世
界
が
注
目
し
て
い
る
絵
画
が
あ
り
ま

す
。「
虚
空
蔵
菩
薩
画
像
」（
こ
く
う
ぞ
う
ぼ
さ
つ
が
ぞ
う
・
市

指
定
）
で
す
。 
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栖雲寺蔵 虚空蔵菩薩画像 

 

こ
の
絵
画
の
大
き
な
特
徴
は
、
左
手
に
蓮
華
台
座
付
き
の
十

字
架
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
長
い
間
こ
の
画
像

は
、
大
和
へ
配
流
・
処
刑
さ
れ
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
有
馬
晴

信
の
遺
品
、
あ
る
い
は
肖
像
画
と
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

 

で
す
が
、
平
成
十
八
年
に
東
北
大
学
教
授
の
泉
武
夫
先
生
が

発
表
し
た
論
文
で
、
こ
の
絵
画
は
キ
リ
ス
ト
聖
像
で
あ
る
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
金
泥
を
多
く
使
っ
て
い
る
な
ど
の
細

か
な
考
察
か
ら
、
描
か
れ
た
時
代
と
場
所
は
、
元
時
代
（
一
二

七
一
～
一
三
六
八
）
の
中
国
で
、
業
海
禅
師
が
修
業
し
て
い
た

の
と
一
致
し
ま
す
。 

 

中
国
に
伝
わ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
は
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
と
い

う
異
端
視
さ
れ
た
一
派
で
、「
景
教
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

七
世
紀
の
唐
の
時
代
に
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
時
々

の
権
力
者
に
よ
り
弾
圧
と
復
興
を
繰
り
返
し
、
元
時
代
に
は
信

者
が
大
勢
い
た
こ
と
が
、
考
古
資
料
か
ら
推
測
さ
れ
ま
す
。

 
先
の
泉
先
生
の
論
文
は
、
礼
拝
の
対
象
と
し
て
キ
リ
ス
ト
像

を
、
仏
画
の
形
式
や
表
現
法
を
用
い
て
描
い
た
も
の
で
は
な
い

か
と
推
測
し
て
い
ま
す
。 

 

も
う
少
し
こ
の
絵
画
を
細
か
く
み
て
み
ま
し
ょ
う
。 

 

台
座
の
上
に
蓮
華
座
が
置
か
れ
、
そ
の
上
に
安
座
す
る
姿

は
、
ま
さ
し
く
仏
画
そ
の
も
の
で
す
。
尊
顔
の
背
後
に
光
背
が

あ
り
ま
す
が
、
そ
の
外
側
に
消
さ
れ
た
楕
円
の
光
背
が
あ
り
、

二
重
の
光
背
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
さ
ら
に
そ
の
上
部

に
は
天
蓋
も
描
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
外
光
背
と
同
様
に
消
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

尊
顔
の
表
情
を
み
る
と
、
細
く
つ
り
上
が
っ
た
目
に
や
や
扁

平
な
鼻
な
ど
、
実
在
の
人
物
を
思
わ
せ
ま
す
。 

 

左
右
の
肩
か
ら
三
筋
ず
つ
垂
れ
て
い
る
の
は
髪
で
す
。
そ
の

髪
の
先
端
近
く
、
両
肩
の
下
方
に
着
衣
の
柄
と
思
わ
れ
る
四
角

い
朱
色
の
枠
が
描
か
れ
て
お
り
、
こ
の
四
角
は
両
膝
の
外
側
に

も
描
か
れ
、
四
ヵ
所
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
四
角
の
枠
内
に
は
宝

冠
を
戴
い
た
人
物
像
の
頭
部
が
描
写
さ
れ
て
お
り
、
有
馬
晴
信

が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
派
遣
し
た
天
正
遣
欧
使
節
の
四
少
年
を
表

し
て
い
る
と
の
説
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

実
は
、
こ
の
四
角
い
枠
が
絵
画
の
性
質
を
語
る
上
で
大
き
な

意
味
を
も
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 虚空蔵菩薩画像 部分 



 
こ
の
絵
画
が
注
目
さ
れ
た
の
は
、
昨
年
の
九
月
か
ら
今
年
の

一
月
ま
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
へ
出

品
さ
れ
た
た
め
で
す
。
美
術
館
で
は
、
元
時
代
の
中
国
美
術
に

関
す
る
展
覧
会
を
企
画
す
る
に
あ
た
り
、
泉
先
生
の
論
文
に
注

目
し
、
栖
雲
寺
に
出
品
を
依
頼
し
ま
し
た
。
そ
の
時
の
絵
画
の

タ
イ
ト
ル
は
「
十
字
架
を
も
つ
景
教
人
物
画
」
で
し
た
が
、
展

示
会
準
備
中
に
急
速
に
研
究
が
進
み
、
「
景
教
で
は
な
く
マ
ニ

教
画
像
で
は
な
い
か
」
と
い
う
説
が
生
じ
、
今
で
は
マ
ニ
教
画

像
と
い
う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

左
の
絵
画
は
、
奈
良
県
に
あ
る
大
和
文
華
館
所
蔵
の
「
六
道

図
」
で
、
名
が
示
す
と
お
り
こ
の
絵
画
も
仏
画
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
栖
雲
寺
の
虚
空
蔵
菩
薩
と
比
較
す
る
と
、

驚
く
ほ
ど
共
通
点
が
み
つ
か
り
ま
す
。 

 

こ
の
絵
画
は
、
中
国
・
ト
ル
フ
ァ
ン
（
敦
煌
）
出
土
の
マ
ニ

教
絵
画
断
片
と
類
似
す
る
こ
と
か
ら
、
世
界
的
に
も
珍
し
い
マ

ニ
教
絵
画
と
判
明
し
ま
し
た
。 

 

下
の
写
真
は
、
両
絵
画
を
並
べ
た
も
の
で
す
。
二
重
に
巡
る

光
背
や
、
両
肩
か
ら
垂
れ
た
髪
、
着
衣
の
ひ
だ
、
蓮
華
台
座
の

平
面
的
な
描

き
方
な
ど
、

共
通
点
を
挙

げ
た
ら
き
り

が
あ
り
ま
せ

ん
。
注
目
は

六
道
絵
に
も

着
衣
に
朱
色

の
四
角
い
枠

が
あ
る
こ
と

で
す
。 

 

こ
の
四
角
は
「
セ
グ
メ
ン
タ
ム
」
と
呼
ば
れ
る
マ
ニ
教
僧
侶

の
服
装
に
み
ら
れ
る
特
徴
で
、
栖
雲
寺
の
絵
画
も
マ
ニ
教
絵
画

で
あ
る
と
い
う
根
拠
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ニ
教
は
景

教
と
同
じ
頃
に
中
国
に
広
ま
り
ま
し
た
。
仏
教
・
儒
教
・
道
教
、

さ
ら
に
キ
リ
ス
ト
教
な
ど
、
既
存
の
教
義
を
取
り
入
れ
て
い
る

た
め
、
「
マ
ニ
（
教
祖
）
以
前
の
預
言
者
と
し
て
の
キ
リ
ス
ト

画
像
」
と
い
う
解
釈
が
成
り
立
つ
そ
う
で
す
。 

 

私
た
ち
の
生
活
す
る
甲
州
市
に
、
世
界
的
に
議
論
さ
れ
て
い

る
文
化
財
が
所
在
す
る
の
は
、
大
き
な
誇
り
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

  

上の絵画は、昨年発見されたマニ教の宇宙観

を表したもので、マニの教義に記されている

内容と一致します。マニ教絵画は日本で７点

が確認されていますが、その７点が世界で確

認されている絵画のすべてなのです。元時代

に描かれたという共通点も注目されます。 

個人蔵 宇宙図 

大和文華館蔵 六道絵 

六道絵 尊像 虚空蔵菩薩 尊像 


